
　
　

   

下
田
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長　

楠
山
俊
介

出前講座
下　田　市　職　員

　市民の皆さまが知りたい・学びたい内容を、
市役所の職員が出向いてお話をする出前講座を
ぜひご利用ください。

員

平成 28 年度下田市職員出前講座メニュー

市 の 家 計 簿

講 　    座 　    名 講　  座　  の  　内  　容

市の財政状況について

下 田 市 の 行 財 政 改 革
今後予定している行革の内容、

進捗状況について

マイナンバー制度について マイナンバー制度についての説明

暮 ら し の 中 の 税
各種市税の課税の仕組みや納税等に

ついて

家 庭 で で き る 防 災 対 策
地震、津波等の災害に対する予備知

識、防災対策について

観 光 お も て な し 講 座
観光案内の要点、心のおもてなし、

市民の心得等について

観 光 づ く り に つ い て 市の観光の現状とその振興施策

新 鮮 ! お い し い !

下田産の食べ物について

地場の農林水産物を直接提供する、

地産地消運動について

景観を活かしたまちづくり 下田市景観計画について

伊豆縦貫自動車道について 伊豆縦貫自動車道事業の進捗状況について

高齢者の在宅福祉事業について

市の高齢者の状況や在宅福祉事業制

度について

※他の福祉制度も相談により対応可

ご存知ですか？介護保険制度
介護保険制度の解説、介護保険の利

用状況について

国 民 健 康 保 険 の 豆 知 識 国民健康保険制度の概要

後期高齢者医療制度について 後期高齢者医療制度についての説明

い き い き 健 康 講 座
食生活の改善、健康管理、健康体操、

生活習慣病予防等について

65 歳からの介護予防のための

健 康・体 力 づ く り

65 歳からの介護予防のための総合的

な健康・体力づくりのための講義・

運動実技

認知症サポーター養成講座 認知症の理解者であるサポーターの養成

終 活 に つ い て 学 ぶ 講 座

（平 成 28 年 11 月 開 講）

「65 歳ノート」（下田版終活ノート）

の活用講座

ゴミを減らしましょう！ ゴミの減量方法や収集・処理について

下 田 市 の 水 道
水道のしくみ

（水道水ができるまで､水道施設､水道料金）

下 水 道 の 歴 史 と 役 割 下水道事業の歴史と役割について

こ ん な に あ り ま す

市 内 の 指 定 文 化 財
市内の指定文化財について

選 挙 の 仕 組 み
公職選挙法に基づく各種選挙制度の

概要

リ ク エ ス ト 講 座
メニュー以外の講座についても相談に応じます

ので、ご連絡ください。
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企画財政課

担　当　課

税 務 課

地域防災課

観光交流課

産業振興課

建 設 課

福祉事務所

市民保健課

環境対策課

上下水道課

生涯学習課

市 民 保 健 課

( 包 括 支 援

セ ン タ ー )

選 挙 管 理
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ギ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
環
境

へ
の
配
慮
や
節
電
に
よ
る
電
気
料

金
の
削
減
が
で
き
ま
す
。

　

市
が
指
定
し
て
い
る
避
難
所
の

内
、
６
か
所
の
避
難
所
看
板
を
新

し
く
し
ま
し
た
。

　

蓄
光
材
を
使
用
し
て
い
る
の
で
、

夜
で
も
看
板
が
見
え
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

稲
生
沢
小
学
校
と
浜
崎
小
学
校

へ
、
防
災
倉
庫
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

標
識
や
看
板
は
、
多
言
語
表
示

化
さ
せ
て
海
外
の
方
が
見
て
も
分

か
り
易
い
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。

避
難
路
等
の
整
備
と
し
て
は
、
市

内
各
地
区
か
ら
申
請
を
受
け
、
地

区
で
行
っ
た
避
難
路
や
避
難
階
段

な
ど
の
整
備
へ
の
補
助
を
継
続
し

て
い
き
ま
す
。

　

各
地
区
で
整
備
を
進
め
る
こ
と

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
実
情
に

沿
っ
た
、
本
当
に
地
域
に
必
要
な

施
設
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先　

地
域
防
災
課
防
災
係

　
　
　

（
窓
口
⑩
）☎
36
４
１
４
５

　

白
浜
地
区
に
避
難
誘
導
標
識
を

設
置
し
ま
し
た
。
国
道
沿
い
３
か

所
に
設
置
し
、
避
難
所
と
な
る
白

浜
小
学
校
へ
誘
導
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
道
沿
い
の
公
衆
ト
イ

レ
の
横
に
、
観
光
客
等
へ
向
け
た

避
難
情
報
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
市
内
で
最
大
の
避
難

所
と
な
り
う
る
下
田
中
学
校
へ
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

ま
し
た
。

　

停
電
時
の
非
常
用
電
源
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

対
象　

小
学
生
以
上
で
市
内
在
住
、

在
勤
又
は
通
学
さ
れ
て
い
る
５
名

以
上
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

小
中
学
校
単
位
で
の
申
し
込
み
も

歓
迎
で
す
。 

開
催
日
時　

土
日･

祝
日
、
12
月
28

日
か
ら
１
月
４
日
ま
で
を
除
い
た

日
の
９
時
か
ら
21
時
ま
で
の
間
で
、

１
講
座
２
時
間
ま
で
。
（
１
時
間

を
限
度
に
延
長
も
可
）

開
催
場
所　

市
内
の
公
の
施
設
、

地
区
集
会
所
な
ど
の
会
場
を
受
講

者
の
方
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
手
続　

希
望
す
る
日
の
３
か

月
前
か
ら
２
週
間
前
ま
で
に
申
込

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

料
金 　

講
師
の
派
遣
や
資
料
は

無
料
で
す
。（
施
設
借
上
料
や
有
償

資
料
代
な
ど
は
受
講
者
が
負
担
し

て
く
だ
さ
い
） 

実
施
で
き
な
い
場
合

・ 

政
治
、
宗
教
、
営
利
を
目
的
と

　

す
る
集
会
な
ど
の
場
合

　

ま
た
、
苦
情
や
ご
要
望
を
お
聞

き
す
る
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

☎
㉒
２
２
１
２　

FAX
㉒
３
９
１
０

　

月
に
１
度
、
市
役
所
２
階
会
議

室
に
お
い
て
、
三
島
年
金
事
務
所

の
職
員
が
出
張
年
金
相
談
会
を
開

い
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
老
齢
厚
生
年
金
の
手
続

や
、
年
金
額
照
会
等
が
可
能
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※

事
前
予
約
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

三
島
年
金
事
務
所
出
張

　

年
金
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

年
金
相
談
の
メ
リ
ッ
ト

ご
予
約
は 

お
早
め
に

○平成 28 年度日程表

相談時間

・  ６月  ３日（金）

・  ７月  ８日（金）

・  ８月  ５日（金）

・  ９月  ９日（金）

・10 月  ７日（金）

・11 月 11 日（金）

・12 月  ２日（金）

・  １月 13 日（金）

・  ２月  ３日（金）

・  ３月 10 日（金）

午前　９時 30 分～ 11 時 30 分

午後　13 時～ 14 時

場所　市役所２階会議室

　

厚
生
年
金
に
関
す
る
手
続
は
三

島
年
金
事
務
所
に
行
く
か
、
郵
送

す
る
し
か
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

出
張
年
金
相
談
は
市
内
で
直
接
年

金
事
務
所
の
職
員
と
や
り
と
り
で

き
る
の
で
安
心
、
便
利
で
す
。

　

年
金
制
度
全
般
に
つ
い
て
の
質

問
や
、
年
金
の
請
求
、
将
来
受
け

取
る
年
金
額
の
照
会
な
ど
、
年
金

に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
ほ
と
ん

ど
の
こ
と
が
出
張
年
金
相
談
で
行

え
ま
す
。

　

特
に
、
老
齢
厚
生
年
金
や
遺
族

年
金
を
請
求
す
る
場
合
な
ど
に
ぜ

ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ご
予
約
時
、
相
談
内
容
を
お
伺

い
し
ま
す
。

　

そ
の
際
、
相
談
に
応
じ
た
必
要

書
類
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

戸
籍
謄
本
が
必
要
な
場
合
、
他

市
町
が
本
籍
地
で
す
と
郵
送
請
求

な
ど
で
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
お
早
目
の
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

予
約
・
問
合
せ
先

市
民
保
健
課
国
保
年
金
係

　
　
　

（
窓
口
③
）☎
㉒
３
９
２
２

　　

先
月
４
月
13
日
、玉
川
大
学（
町

田
市
）
と
下
田
市
に
お
い
て
「
連

携
・
協
力
に
関
す
る
基
本
協
定
」

の
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

官
学
連
携
、
産
官
学
連
携
が
推

奨
さ
れ
る
中
、
こ
の
協
定
に
よ
り

下
田
の
ま
ち
づ
く
り
が
着
実
に
推

進
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
お

い
て
は
若
い
人
た
ち
、
学
生
の
皆

様
の
参
画
が
ど
う
し
て
も
必
要
で

す
。
ま
た
、
大
学
と
し
て
の
専
門

性
、
研
究
の
知
識
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
研
究
所
・
研
修
所

の
あ
る
筑
波
大
学
・
日
本
大
学
と

の
交
流
と
と
も
に
、
新
た
に
、
ウ

ミ
ガ
メ
研
究
の
縁
で
東
京
都
市
大

学
、
都
市
計
画
の
縁
で
工
学
院
大

学
、
防
災
の
縁
で
明
治
大
学
、
地

方
創
生
の
縁
で
大
正
大
学
、
観
光

の
縁
で
常
葉
大
学
や
慶
応
大
学
・

立
教
大
学
と
の
交
流
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
単
発
的
で
あ
り
、
本
格

的
な
協
定
ま
で
は
進
ん
で
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

今
回
、
下
田
ら
し
い
教
育
の
導

入
の
一
環
と
し
て
、
玉
川
大
学
の

学
生
の
皆
様
と
モ
デ
ル
校
の
稲
生

沢
小
学
校
の
子
供
た
ち
と
の
交
流

を
通
じ
た
英
会
話
教
育
を
進
め
る

こ
と
に
な
り
、
そ
の
充
実
と
と
も

に
、
産
官
学
連
携
と
し
て
、
地
場

産
業
、
発
展
へ
多
く
の
分
野
の
連

携
に
ま
で
進
め
る
こ
と
を
め
ざ
し

て
、
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

地
元
に
大
学
施
設
が
な
い
中
で

連
携
は
な
か
な
か
困
難
な
状
況
に

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
協
定
に
よ

り
、
各
分
野
に
お
い
て
、
若
い
皆

様
、
学
生
の
皆
様
の
ア
イ
デ
ア
、

感
性
、
実
践
力
を
円
滑
に
か
つ
強

力
に
発
揮
い
た
だ
け
る
も
の
と
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　

同
時
に
、
市
民
の
皆
様
、
特
に

同
世
代
に
皆
様
と
の
交
流
が
活
発

に
な
り
、
切
磋
琢
磨
に
よ
り
、
共

に
参
画
す
る
ま
ち
づ
く
り
が
進
み
、

移
住
・
定
住
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
先
駆
け
と
し
、
前
述
の

他
大
学
と
の
連
携
・
交
流
も
充
実
、

継
続
で
き
る
形
を
作
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

支えあい支えあい、支えあう支えあう
「年金「年金」ってって
とっても大事とっても大事

支えあい支えあい、支えあう支えあう
「年金「年金」ってって
とっても大事とっても大事

支えあい、支えあう
「年金」って
とっても大事

防
災
か
わ
ら
版

平
成
28
年
度
に
実
施
す
る

主
な
防
災
事
業
に
つ
い
て

避
難
所
看
板
作
成
事
業

防
災
倉
庫
の
設
置

平
成
27
年
度
に
整
備
し
た

主
な
防
災
事
業
を
紹
介
し
ま
す

避
難
誘
導
標
識
設
置
事
業

５
月
号
よ
り
毎
月
防
災
情
報
を
お
届
け
し
ま
す

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業


